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魅うまでもなく，亥の條件に適うものであろう．

　（1）回輔にたいして抵抗が最小であること．

　（2）間隙による持込み量が最大であること・したがつ

てこの設問の解決には抵抗力と持込み量との算定がまず

必要となり，そのまた前提としては流速分布の解析を行

．わねばならない。第3，4圖に結果が示されている．

　第3圖は間隙によつて流速分布の攣る状態を示し，同

圃（b）は最良間隙の場合にあたる．最良間隙以下では，

流れはいたるところで回韓の方向にむき〔第3圖（a）〕，

最良間隙以上では，胴壁の近くに逆流を生ずることがわ

かる［第3圖（c）〕．最良間隙はその限界に相當するもの

であつて，その流速分布曲線は胴壁に直交する形になる．

　　　　　ト霜’第4圖は詩込糧ωと
　　　　　　　　　　　　歯先に加わる抵抗鷹力（T）と

％。謝　　　が澗隙によつてどのよう壱こ
　　　　　　　　　　　　攣るかを示している．もつと

　　　　　　　　　　　1も圖示の便宜上，ここでは最

　　　　　　　　　　　1良間隙にたいする値を基準に

　　’　　　　　　　　　とり，それとの比を示すこと、

　　　　　　　　　　　　とした．すなわち，解析の結．

％吻　、、、♪果としでえ漱式が臨練
　　　　　　　　　　　　ているのである．
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　　　　　　　　　　　　δrMは間隙（δr）としての最

　　　　　　　　　　　　良の値，qM，τmはそれぞれ

　　　　　　　　　　　　それに懸ずる持込み量（e）と・

第3圖歯車間隙と　抵抗懸力（・）である・

　流速分布との關係　　　　この圖よりわかるように，

妨にたいして，qは極大値をもち，τは極小値をもつ

それそれらの極値をあたえる闘隙は，爾者について共通

であつて，それが式中のδr．ltである．

は次式のごとくなる．

しかもδrM自身、・

み一／2留………・・…・……………一・・（3）

これに鷹ずるeとτとは

　　　9－÷鵬………（4）砺一2号号…（5）

となる．qMはqの極大値，　rmはτり極小値である．

第4圓
歯車間隙吐出量

と歯車間隙抵抗

鷹力の關係
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この大小を考へて接宇もとくに攣えてある．式中の他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〆
記號は次のようにとつている．ン＝流膿の動粘性係敷，

S＝圓周に沼う間隙の長さ，U＝歯先速度，　g　・kt力加速

度，他は前出．

3　端面間際の問題

　　　この間隙　（第1圖のδe）は歯車の端面と胴薩とには

　さまれていて座金状である．歯先圓に澹つて間隙の端が

　構威され，そこは吸込側から吐出側へかけて，一定の塵

　力分布にさらされる、かりに歯車が回輔しなくなつでも

　同じ塵力分布が保たれれば，この間隙をぬけて低塵部分

　へもどる流れができる’これはい5までもなく，翠ソプ

　　として望ましくない漏洩である．しかし流隆は歯車の回

、轄にも引かれるから，・回韓のない場合とは攣つた流れに

　なるはずである．ここに回韓と漏洩との關係が一つの問

　題となる．

￥

　　　　　　　　　　　鐵の安定な防蝕被

　　　　　　　　　　　膜をつくる試み

　　　　　　　　　　　　　久松敬弘（冶金）

　鐵を濃硝酸の中に入れるといわゆる不働態となっで

とけなくなる．稀硝酸の中でも鐵を陽極にして陽極酸

化を行う．と不働態化することができる．電子廻折の研

究によつて不働態化した鐵の表面はr－Fe．03という酸

化物の薄膜が下地の鐵をすき間なくおおっている事が

分つている，一般に金屡合金が耐蝕性をもつのは薄い

酸化物の被膜がその表面をおおつていることによる．

不鋳鋼はFe203・Cr203固溶禮，アルマイトはγ一A1203

の水和物等々で，耐蝕性を示す酸化物の申でスピネル

型と呼ばれる結晶構邉をもつたものが多¢・．r－Fe．03

もこの結晶梅造をもつので，不働態化によつてできる

被膜が丈夫であれば鐵のサビ止めに役立ちそうである
が，この揚含被膜が非常に弱く，曾1燃稀硝酸で陽毬

酸化によつて不働態にして亀電流を切ると直ちに鐵が

とけ始める．とこるがこの陽極酸化を磁揚の申で行う

と，外部磁揚が200エルステッド以上の條件のものと

でこしらえた不働態酸化物被膜は非常に安定なも9に
なる．こうしてできた強い酸花物被膜と普通のもの’と

の差は電子廻折による硯穽や電子顯微鏡によつて明か

になろう．これが分れば金屡の腐蝕・防蝕の問題にす
こしは役立ちはしないかと思つている。（1949・9・28）
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